
令和7年度第2回定例会(2025年６月)での質問内容です（Q:やしきだ区議の質疑　A：行政側答弁）

新庁舎整備・民泊・きっずクラブについて新庁舎整備・民泊・きっずクラブについて

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

スポーツ施設の施策についてスポーツ施設の施策について

や
し
き
だ
　
有
明
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
改
修
計
画
に

つ
い
て
の
検
討
状
況
は
。

地
域
振
興
部
長
　
修
繕
時
は
下
水
処
理
施
設
の
運
用
を
止

め
な
い
よ
う
に
都
と
調
整
し
な
が
ら
協
議
し
て
対
応
。大
体

育
室
の
照
明
を
L
E
D
化
し
、安
全
で
快
適
な
環
境
確
保
へ

向
け
検
討
し
て
い
る
。

A 有
明
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

官
民
連
携
の
在
り
方

地
域
振
興
部
長
　
有
明
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
求
め
ら
れ

る
機
能
に
つ
い
て
、官
民
連
携
に
よ
る
役
割
分
担
も
選
択
肢

に
入
れ
な
が
ら
、検
討
を
進
め
る
。

A
や
し
き
だ
　
有
明
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
は
港
区
在
住
者
の

利
用
が
多
く
、
民
間
施
設
も
充
実
し
て
い
る
。
プ
ー
ル
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
な
ど
、官
民
連
携
で
の
活
用
・
運
用

も
選
択
肢
に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

や
し
き
だ
　
無
料
巡
回
バ
ス
の
始
発
は
大
会
の
開
始
時
刻

に
間
に
合
わ
な
い
等
、現
状
に
合
わ
せ
た
時
刻
の
見
直
し
を
。

例
え
ば
、新
砂
運
動
場
行
き
の
無
料
巡
回
バ
ス
は
、始
発
が

9
時
35
分
発
で
、多
く
の
大
会
開
始
時
刻
に
間
に
合
わ
な
い
。

地
域
振
興
部
長
　
増
便
に
よ
っ
て
混
雑
の
緩
和
が
図
れ
る

が
、運
転
手
の
人
員
不
足
や
労
働
時
間
の
規
制
等
の
課
題
も
。

慎
重
に
検
討
を
進
め
る
。

A 無
料
巡
回
バ
ス

や
し
き
だ
　
周
辺
の
都
有
地
を
活
用
し
、都
区
で
駐
車
場

拡
充
を
検
討
す
べ
き
。

駐
車
場
の
足
り
な
い

ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
対
応

地
域
振
興
部
長
　
駐
車
場
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
適
地
の

選
定
に
制
約
は
あ
る
が
、
利
用
状
況
の
変
化
を
見
据
え

な
が
ら
、
都
下
水
道
局
と
協
議
・
検
討
す
る
。

A
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や
し
き
だ
　
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て

宿
泊
施
設
の
不
足
解
消
の
た
め
に
旅
館
業
法
施
行
例
の
一

部
改
正
、住
宅
宿
泊
事
業
法
の
施
行
が
な
さ
れ
、現
在
で
は

2
5
0
近
く
の
施
設
が
所
在
し
て
い
る
。

地
域
住
民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
の
多
く
は
、営
業
従
事
者
の
不
在

が
要
因
。常
駐
を
義
務
づ
け
る
条
例
改
正
と
、運
営
主
体
情

報
や
緊
急
連
絡
先
の
明
示
も
行
う
べ
き
。

江
東
区
長
　
地
域
か
ら
の
声
に
速
や
か
に
対
応
し
、事
業
者

へ
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
。し
か
し
生
活
環
境
悪
化
の
事
案

も
増
加
し
て
お
り
、対
応
を
早
急
に
進
め
る
。

A 民
泊
に
つ
い
て
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や
し
き
だ
　
令
和
７
年
度
当
初
予
算
で
人
件
費
単
価
が
増
額

さ
れ
ま
し
た
が
、職
員
の
質
向
上
の
た
め
に
も
更
な
る
処
遇

改
善
が
必
要
。支
援
員
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
事
業
等
に
つ
い
て
、

見
解
を
伺
う
。

教
育
長
　
ご
提
案
の
事
業
は
、経
験
年
数
に
応
じ
た
賃
金

改
善
を
行
う
事
業
者
へ
の
補
助
で
、処
遇
改
善
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
、今
後
実
施
を
検
討

す
る
。

A き
っ
ず
ク
ラ
ブ
の
処
遇
改
善
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や
し
き
だ
　
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
は
人
員
不
足
の
中
で
事
務
作
業

が
多
く
、連
絡
帳
や
入
会
受
付
は
特
に
煩
雑
と
聞
く
。業
務

効
率
化
と
職
員
負
担
軽
減
に
向
け
た
今
後
の
取
組
方
針
を

伺
う
。

教
育
長
　
き
っ
ず
ク
ラ
ブ
の
質
向
上
に
は
業
務
効
率
化
と

負
担
軽
減
が
重
要
。区
は
令
和
７
年
度
に
電
子
連
絡
帳
、８

･
９
年
度
に
入
会
申
請
の
電
子
化
を
進
め
、受
付
や
書
類
確
認

の
負
担
を
減
ら
す
。こ
れ
に
よ
り
職
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う

時
間
を
確
保
、保
護
者
の
利
便
性
も
高
め
る
。

A 業
務
効
率
化
と
職
員
の
負
担
軽
減

新
庁
舎
整
備

新
庁
舎
整
備

江
東
区
長
　
現
庁
舎
周
辺
の
公
共
施
設
も
含
め
、老
朽
化
や

集
約
の
有
効
性
を
調
査
中
。新
庁
舎
の
ス
ペ
ー
ス
を
有
効

活
用
し
、コ
ス
ト
も
考
慮
し
て
基
本
計
画
に
反
映
す
る
。

A
や
し
き
だ
　
我
が
会
派
は
、保
健
所
機
能
は
本
庁
舎
に
備
え

る
べ
き
と
主
張
し
て
き
た
。公
共
施
設
の
集
約
化
に
つ
い
て
、

区
の
見
解
を
伺
う
。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

2022年、文科省は全国の約8600人の小中学生を

対象の「近視実態調査」の結果を発表。小学6年生の

2割、中学3年生の3割が裸眼視力0.3未満という衝

撃的な結果が。ICT化により子どもたちの授業環境

は便利になった一方で、視力に悪影響を与える事も

懸念されている。目の健康や目を大切にする取り組み

を今以上に区内全域の学校で行うべき。

WHOは生涯の紫外線の半分以上を18歳までに浴

びると発表しており、若い世代における早期対策が

重要とされる。紫外線の影響により失明原因１位の

白内障の進行を進めること、角膜の炎症による自律

神経のバランス悪化で交感神経の活性化や疲労感

が現れるとも指摘されている。目の保護の為、全国

の公立学校でもサングラス着用の検討が始まった。

近視による目の健康の課題
＜教育費＞
あやかは考える 紫外線による目の健康の課題

サングラス着用による目の健康の重要性と、着用を禁止していない
事を周知すべき。

着用によって視界が狭まるおそれもあり、安全にも配慮が必要。
目の健康に向けた他の取組と同様に学校にも紹介する。A

Q学校によって目の健康教育に差がある。区の学校全体で目の健康教育
を強化すべき。

各学校の主体性を生かしつつ、効果的な取り組みや有益な情報について
養護教諭会や学校保健会を通じて共有する。A

Q

あやかは考える
＜教育費＞
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TOPICS
やしきだあやか 江東区議会 自民・参政・無所属クラブ区政レポート2025-2026冬号

1985年南砂生まれ、現在東砂在住。一児の母。
江東めぐみ幼稚園、第三砂町小･中、都立東高
文京学院大学（人間学部保育学科）卒業。
保育士（2008年3月東京都知事認証）

企画総務委員会 委員長
医療･介護･高齢者支援特別委員会 委員
手話推進議員連盟 世話人

令和6年度決算審査特別委員会 質問内容（2025.9月～10月）令和6年度決算審査特別委員会 質問内容（2025.9月～10月）
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産
後
ケ
ア

調
整
担
当
課
長
　
今
は
導
入
予
定
は
な
い
が
、今
後
も
対
象

者
の
利
用
状
況
や
要
望
を
把
握
す
る
。

A
や
し
き
だ
　
宿
泊
型
、
訪
問
型
、
乳
房
ケ
ア
な
ど
の
ケ
ア

メ
ニ
ュ
ー
を
一
括
で
管
理
し
、利
用
者
が
上
限
回
数
内
で

自
由
に
選
べ
る
ク
ー
ポ
ン
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
。

特
定
不
妊
治
療

調
整
担
当
課
長
　
今
後
、対
象
や
回
数
等
の
範
囲
が
拡
げ
ら

れ
る
か
等
、国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

A
や
し
き
だ
　
本
区
も
不
妊
治
療
に
対
し
て
独
自
の
取
り
組
み

を
進
め
て
、妊
活
女
性
や
家
庭
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
べ
き
。

あやか
の想い

2015年 江東区議会議員 初当選 現在3期目
【江東区議会】

2025年7月下旬、会派の執行部で視察へ。能登半島
地震で被害を受けてから約1年半。まだまだ被災地の
復興は遅れていて、現場のご苦労が伺えました。当時の
状況を含め様々なお話を伺いながら、復興まちづくり
計画、災害廃棄物に関連する説明や課題、取り組みを
伺いました。

石川県輪島市、富山県射水市の視察

特養老人ホーム「（仮称）タムスさくらの杜亀戸」の施設視察

11月上旬に会派で世田谷区に視察へ

所属する医療・介護・高齢者支援特別委員会の委員として
10月中旬に、江東区内16番目の特別養護老人ホーム
「（仮称）タムスさくらの杜亀戸」の施設視察へ。
15番目の特養が出来てから、約9年ぶりに亀戸に新たな
特養ホームが出来がりました。整備を進めるには場所の
確保や工事費高騰など、この時代の様々な課題はあり
ますが、区民の皆様が高齢に
なっても住み続けられる町、江東
区を目指しながら、引き続き
取り組みを進めていけたらと
思います。

9月上旬に会派で足立区の災害備
蓄管理の包括体制について視察に
行って参りました。これまでは
行政の職員のみで管理していま
したが、様々な課題が浮き彫りに
なったことから、行政と民間で
連携した管理包括体制をとってい
るとのことでした。本区でも共通
の課題認識があったことから、決算
委員会で質問に取り上げました。

↖江東区防災アプリ
災害時の情報が一元管理されており、天気・交通情報など
普段使いできる防災アプリ。ぜひご活用ください！

足立区の災害備蓄管理の
包括体制を視察
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備
蓄
物
資
整
備
事
業

や
し
き
だ
　
官
民
連
携
の
備
蓄
物
資
包
括
体
制
を
区
で
も

構
築
す
べ
き
。

防
災
計
画
課
長
　
物
資
輸
送
拠
点
か
ら
避
難
所
ま
で
の

輸
送
が
混
乱
し
、被
災
者
に
支
援
物
資
が
届
か
な
い
な
ど
の

課
題（
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
問
題
）が
顕
在
化
し
、国
等
に

お
い
て
も
議
論
が
進
ん
で
い
る
。一
層
の
専
門
性
や
確
実
性
、

迅
速
性
、デ
ジ
タ
ル
活
用
が
必
要
で
あ
り
、総
合
管
理
体
制

の
構
築
に
向
け
て
検
討
を
進
め
る
。

A
　
　
行
政
職
員
の
対
応
の
み
で
は
、
専
門
的
な
知
識
が
不
十
分

　
　
で
あ
る
が
為
、
備
蓄
物
資
の
調
達
や
倉
庫
内
の
ス
ペ
ー
ス

の
活
用
が
適
正
で
は
無
い
な
ど
の
課
題
が
全
国
で
浮
き
彫
り

に
。
ま
た
災
害
時
は
協
力
協
定
を
締
結
し
て
い
る
事
業
者
が

避
難
所
へ
の
物
資
運
搬
を
依
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、

運
搬
業
務
を
担
っ
て
い
な
い
為
、
物
資
輸
送
先
施
設
へ
の

ル
ー
ト
が
初
見
と
な
り
、
確
実
性
に
欠
け
て
い
た
な
ど
も
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
真
に
区
民
の
為
に
機
能
す
る
仕
組

み
へ
と
変
え
る
べ
き
。

あやか
の考え

　
　
子
育
て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
街
と
は
子
ど
も
が

　
　
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
女
性
に
対
し
て
も
優
し
い
街
で

あ
る
べ
き
。
子
ど
も
が
欲
し
い
と
望
む
ご
家
庭
に
お
子
さ
ん

が
授
か
れ
ば
、 

そ
れ
は
少
子
化
対
策
に
も
繋
が
り
ま
す
。
妊
活

は
女
性
も
男
性
も
精
神
的
な
負
担

が
大
き
い
で
す
。
で
も
皆
、
子
ど
も

が
欲
し
い
一
心
で
そ
れ
を
乗
り
越

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す 

。精
神
的
な

負
担
は
サ
ポ
ー
ト
出
来
な
く
て
も
、

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
行
政
と

し
て
行
う
こ
と
で
、
妊
活
に
励
ん

で
い
る
ご
家
族
も
応
援
す
る
江
東

区
で
あ
っ
て
欲
し
い
。

「学校給食における有機農産物の活用について」のヒアリ
ングに行って参りました。
東京都内でも先進的に取り組んでいらっしゃる世田谷区
の教育委員会に導入の背景や課題、仕組み等をお伺い
しました。新たな視点等のヒントや気づきを頂きました。会派として、本区の子ども
たちの未来に繋がるような提案が出来たらと思います。


